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 課題分析 授業改善策 評価 

１ 

年 

○多くの生徒が授業に積極的

に取り組んでいる。小学校の

体育の授業と中学校の保健

体育の授業の違いに戸惑い

を見せている生徒がいると

感じられた。中学生らしい規

律を保ちつつ、生徒が主体

的に活動できるように促して

いく必要があると考える。 

〇１学期に定着した集団行動

を生かして、より生徒を観察

して、一人一人が主体性を

発揮できる声かけや授業の

雰囲気づくりをしていく。 

〇チーム編成やシュート練習な
ど、授業の一部を生徒に任
せることで、次に何をやるべ
きか考えて行動する場面を
作った。今後は、チームで話
し合い必要な練習を選択し
ていくなど、徐々に生徒が自
分たちの課題にあった活動
を選択できるような場つくり
を心がけてく。 

 

２ 

年 

○多くの生徒が意欲的に学習

に取り組むことができていた

が指示や説明への理解度に

開きが見られた。説明の際

により効果的な方法を考え

ていく必要があると感じる。

また、生徒が難しいと感じる

内容についても積極的に挑

戦できるような雰囲気づくり

が必要と思われる。 

○「できる」ことよりも「一生懸

命にやる」ことの重要性を伝

えるとともにそのことができ

ている場合に積極的に評価

する。さらにペア学習や教え

合いの学習を通じて、仲間と

共に努力する気持ちを持た

せるようにする。そのことによ

り主体的に学習に取り組む

態度や対話的な深い学びを

目指していくようにする。 

 

できていることを積極的に評価

した結果、やろうとする生徒

が増えた。また、説明方法を

工夫しより丁寧に説明したと

ころ、正しい動きができる生

徒が増えた。対話的な深い

学びに関しては、その機会を

より増やしていくことが必要

に思われる。次年度以降工

夫し増やしていくようにした

い。 

３ 

年 

○多くの生徒が授業への取組

は積極的に行っている。しか

し、学習カード等への継続的

な取組及び提出に課題がみ

られる。振り返りを丁寧に行

うことで、課題発見及び、知

識技能の定着が図られると

考える。そのため、継続的な

声かけと、毎授業後の点検

を行っていくことが必要だと

考える。 

○学習カードについては、毎時
間毎に点検を行い、生徒が
継続して取り組めるように確
認を行う。また、生徒への授
業内でのアプローチについ
ては、説明時間を短くし活動
時間を確保すると共に、授業
内での振り返りの時間を設
定できるように授業計画を
行う。 

〇限られた単元ではあるが、毎
時間ごとに学習カードを点
検することができた。それに
より、以前よりも生徒が振り
返りを次の授業までに済ま
せ、課題を明確にした状態
で取り組むことができた。ま
た、実施にあたり電子での
学習カードを活用したが、デ
ータの破損などが一部見ら
れ、今後の運用方法を次年
度以降も検討していく。 

 


